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試
合
の
経
過
は
全
く
と
い
っ
て
よ
い
ほ
ど
記

憶
に
な
い
。中
川
遊
撃
手
が
み
せ
た
で
あ
ろ
う
好

守
備
と
か
、土
口
川
投
手
の
制
球
力
の
よ
い
投
球

内
容
と
か
、
高
橋
二
塁
手
や
沖
田
捕
手
等
の

打
撃
の
メ
モ
リ
ー
は
消
え
失
せ
て
い
た
．資
料
に

よ
る
と
、一
一回
は
高
橋
が
安
打
、
四
回
は
沖
田
が

２
塁
打
、
五
回
に
は
２
死
満
塁
、
工（
回
に
も

一死
二
士
一塁
と
攻
め
て
お
り
、
一打
出
て
い
れ
ば
と

い
う
試
合
運
び
で
、朝
日
の
試
合
評
に
も
「実

力
に
お
い
て
大
し
た
相
異
は
無
か
っ
た
」
と
記
さ

れ
て
い
る
。

国
に
、
フ」の
決
勝
戦
に
出
場
し
た
メ
ン
バ
ー
を

オ
ー
ダ
ー
順
に
紹
介
し
て
お
き
た
い
。

（遊
）中
川
　
（中
）中
村
　
（投
と
口川
恒

（捕
）沖
田
　
（三
）高
橋
　
（
こ
堀

（左
）広
瀬

公
》
松
井
　
（右
）松
井

戦
後
問
も
な
い
耐
乏
時
代
、空
腹
を
こ
ら
え

米
澤
監
督

（註
２
）
の
強
烈
な
ノ
ッ
ク
に
耐
え
、

暗
く
な
っ
て
球
が
見
え
な
く
な
っ
て
か
ら
の
走
塁

練
習
、ボ
ー
ル
バ
ッ
ト
の
調
達
等
、
思
い
出
せ
ば

一つ
ひ
と
つ
の
事
が
、昨
日
の
こ
と
の
よ
う
に
、あ
の

頃
は
よ
く
頑
張
れ
た
な
ぁ
―
と
い
つ
感
慨
と

共
に
懐
し
き
青
春
譜
と
し
て
走
馬
灯
の
よ
う
に

浮
か
ん
で
く
る
。
若
さ
と
情
熱
を
グ
ラ
ン
ド
に

叩
き
つ
け
、
一つ
の
事
に
熱
中
し
て
身
に
つ
け
た
、

何
事
に
も
打
ち
込
め
る
と
い
つ
信
念
と
準
優
勝

し
た
と
い
う
誇
に
は
、
チ
ー
ム
メ
イ
ト
そ
れ
ぞ
れ

の
そ
の
後
に
、大
き
く
寄
与
し
た
こ
と
と
信
じ
て

い
る
。
（註
３
）

尚
、主
戦
の
吉
川
（恒
）
が
投
げ
た
、
夏
の
大

阪
府
予
選
の
戦
績
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

第
２９
回
大
会
（昭
和
二

一年
二
九
四
七
年
）

参
加
８０
校

四
回
戦
　

茨
木
中

３
１
０
興
国
商

五
回
戦

　

茨
木
中

５
１
３
八
尾
中

六
回
戦

　

茨
木
中

８
１
２
上
宮
中

準
決
勝
戦

茨
木
中

２
１
１
豊
中
中

優
勝
戦
　
浪
華
商

４
１
０
茨
木
中

第
３０
回
大
会
（昭
和
三
二
年
二
九
四
八
年
）

参
加
８０
校

三
回
戦

　
茨
木
高

１
１
〇
四
条
畷
高

四
回
戦

　
大
鉄
高

２
１
０
茨
木
高

代
表

天
王
寺
高

第
３‐
回
大
会
（昭
和
二
四
年
二
九
四
九
年
）

参
加
９‐
校

二
回
戦

　

茨
木
高
Ｔ
一島
野
高
）

５
１
０
関
大
一高

三
回
戦

　
八
尾
高

３
１
２

茨
木
高
Ｔ
一島
野
高
）

代
表

高
津
高

対
八
尾
高
戦
は
十
六
回
の
延
長
戦
で
あ
っ
た
。

次
に
私
達
が
共
に
練
習
に
励
ん
だ
先
輩

後
輩
の
、夏
の
大
会
予
選
大
阪
大
会
の
戦
績
を

記
し
て
お
く
。

第
２８
回
大
会
（昭
和
二
一年
二
九
四
六
年
）

行発

祝
Ｈ
茨
木
高
校
野
球
部
百
周
年

一局
二
回
　
多
田

和
昭

ヽ
一、
．
組
響
″

不
思
議
と
涙
は
出
て
こ
な
か
っ
た
。
焼
け
つ
く

よ
う
な
厳
し
い
熱
気
が
藤
井
寺
球
場
を
覆
っ
て

い
た
と
思
う
し
、
実
際
に
は
汗
が
一杯
ふ
き
だ
し

て
い
た
と
思
う
が
、汗
を
ぬ
ぐ
っ
た
覚
え
も
な
い

突
然
に
脱
力
感
が
身
体
全
体
を
支
配
し
た
感
じ
．

「あ
―
こ
れ
で
今
年
の
夏
は
終
わ
っ
た
の
か
」

試
合
終
了
の
サ
イ
レ
ン
が
鳴
り
響
い
た
そ
の
時

の
今
に
残
る
記
憶
で
あ
る
。

第
２９
回
全
国
中
等
学
校
優
勝
野
球
大
会

大
阪
予
選

（註
１
）

参
加
５４
校

一
回
戦

　

茨
木
中

７
１
６
浪
速
工

二
回
戦

　

茨
木
中

８
１
１
市
立
中

三
回
戦

　
一局
町
商

７
１
０
茨
木
中

投
手
は
三
試
合
と
も
土
山

代
表

浪
華
商

（第
２９
回

３０
回
・３‐
回
は
、
ユ則
頁
御
参
照
下

さ
じ

。

第
３２
回
大
会
（昭
和
二
五
年
二
九
五
〇
年
）

参
加
８９
校

一
回
戦

　

茨
木
高
Ｔ
一島
野
高
）

８
１
１
日
新
商

二
回
戦

　

茨
木
高
Ｔ
一島
野
高
）

４
１
１
泉
尾
高

三
回
戦
　

茨
木
高
Ｔ
一島
野
高
）

４
１
１
生
野
高

四
回
戦
　
茨
木
高
Ｔ
一島
野
高
）

８
１
２
布
施
高

五
回
戦
　

茨
木
高
Ｔ
一島
野
高
）

‐２
‐
６
港
高

準
決
勝
戦

西
野
田
工
７
１
３

茨
木
高
↑
一島
野
高
）

投
手
は
吉
川
（純
γ
加
藤

代
表

泉
大
津
高

対
西
野
田
戦
は
吉
川
（純
と
ん
投

第
３３
回
大
会
（昭
和
一
一六
年
二
九
五
一年
）

参
加
９２
校

一回
戦
　
　
茨
木
高
？
一島
野
高
）

６
１
２
府
農
業

二
回
戦

　

今
宮
工

４
１
３

茨
木
高
Ｔ
一島
野
高
）

投
手
昼

回
戦

首
藤

代
表

都
島
工

二
回
戦

吉
川
（爾
Ｙ
滝
井

余
談
な
が
ら
、
昭
和
二
一年
全
九
四
六
年
）
の

新
チ
ー
ム
に
よ
る
大
阪
府
の
秋
季
大
会
は
、

抽
選
会
の
連
絡
不
備
の
た
め
出
場
出
来
な

か
っ
た
が
、
翌
二
二
年

２
九
四
七
年
）
の
春
季

大
会
に
は
４
強
に
残
り
、夏
の
大
会
予
選
大
阪

大
会
で
は
、
優
勝
戦
ま
で
進
出
し
た
チ
ー
ム
で

あ
っ
た
事
を
考
え
る
と
、
二
年
の
秋
季
大
会
に

出
場
し
て
い
た
ら
、一
言
一年
の
選
抜
大
会
に
出
場

可
能
の
成
績
を
あ
げ
て
い
た
か
も
し
れ
な
い
。

今
以
っ
て
心
残
り
の
す
る
思
い
出
で
あ
る
。

明
治
二
八
年
全
八
九
五
年
）
四
月
二
五
日
に

創
立
さ
れ
た
茨
木
中
学
は
、そ
の
当
時
の
初
代

加
藤
逢
吉
校
長
の
主
旨
で
一切
の
対
外
試
合
は

禁
止
さ
れ
て
い
た
。

大
正
九
年
全
九
二
〇
年
）の
夏
に
、ク
ロ
ー
ル
等
の

近
代
泳
法
を
と
り
入
れ
た
杉
本
伝
先
生
（註
４
）

が
加
藤
校
長
を
回
説
い
て
、
戸
田
で
開
か
れ
た

東
京
帝
大
主
催
の
水
泳
大
会
に
出
場
、初
参
加

初
優
勝
し
た
の
を
き
っ
か
け
に
、
大
正
十
一年

全
九
二
二
年
）
の
夏
の
中
等
野
球
大
会
に
出
場

す
る
こ
と
を
目
標
に
大
正
七
年
全
九
二
一年
）か
ら

チ
ー
ム
を
編
成
し
て
杉
本
先
生
の
指
導
の
も
と
に

練
習
を
始
め
た
。
そ
の
年
の
夏
の
予
選
大
会
の

参
加
校
は
十
一校
で
あ
っ
た
。

初
出
場
の
第
八
回
大
会
は
一七
校
が
出
場
、

北
野
中
に
８
１
４
で
敗
れ
た
。
夏
の
野
球
大
会

大
阪
予
選
に
お
け
る
茨
木
中
の
初
勝
利
は
、翌

第
九
回
大
会
（大
正
十
二
年
二
九
二
二
年
）八
月

一日
に
鳴
尾
球
場
に
て
豊
能
農
商
を
５
１
３
と

退
け
た
も
の
で
あ
る
。
以
降
夏
の
大
阪
大
会
は
、

第
卜
二
回
大
会
（大
正
十
五
年
二
九
一
一六
年
）

ま
で
三
年
間
リ
ー
グ
戦
形
式
で
行
わ
れ
敗
者

復
活
戦
も
含
め
て
四
勝
七
敗
で
あ
っ
た
。
ト
ー
ナ

メ
ン
ト
形
式
に
戻
っ
た
予
選
大
阪
大
会
は
、第
十

三
同
大
会
（昭
和
一
一年
二
九
二
七
年
）
に
天
王

寺
中
に
９
１
６
で
、第
二
二
回
大
会
（昭
和
十
一

年

九
二
六
年
）
に
城
東
商
に
勝
利
し
た
以
外
、

毎
年
一回
戦
で
敗
退
し
て
い
る
。
戦
前
最
後
の
夏
の

大
会
予
選
大
阪
大
会
と
な
っ
た
第
二
七
回
大
会

（昭
和
十
六
年
二
九
四
一年
）は
、各
地
の
予
選
が

日
程
の
途
中
で
中
止
と
な
る
な
か
、
一応
優
勝
戦

ま
で
挙
行
さ
れ
、
日
新
商
が
浪
幸
商
を
１
１
０

で
破
り
優
勝
し
て
い
る
。
茨
木
中
は
一回
戦
で

城
束
商
に
８
１
０
で
敗
れ
た
。

戦
前
参
加
の
１９
回
の
大
会
―
第
十
七
回
は

不
参
加
―
の
成
績
は
３‐
戦
し
て
七
勝
二
四
敗

勝
率
は
○
、一
言
〓
ハ
で
あ
っ
た
。
記
録
と
し
て
は
、

必
ず
し
も
自
慢
す
べ
き
も
の
で
は
無
い
か
も
知
れ

な
い
が
、
野
球
部
及
び
Ｏ
Ｂ
全
員
共
有
の
記
録

で
あ
り
歴
史
で
あ
る
。

で
は
、
昭
和
二
十
年
全
九
四
五
年
）
八
月
十

五
日
の
終
戦
後
の
野
球
等
に
関
す
る
生
徒
の

関
心
は
ど
の
様
な
も
の
で
あ
っ
た
か
と
い
つ
と
、

今
ま
で
の
政
治
政
策
は
が
ら
っ
と
変
わ
り
、教
育

内
容
も
一八
〇
度
違
っ
た
も
の
と
な
っ
た
た
め
、

学
ぶ
生
徒
達
も
大
変
だ
っ
た
が
、
教
え
る
側
の

先
生
方
も
並
大
抵
の
意
識
改
革
で
は
、
世
の
中

の
大
変
化
を
生
徒
に
教
え
る
こ
と
は
、
至
難
の

こ
と
で
あ
っ
た
と
思
う
。
′」の
様
な
状
況
で
あ
っ

た
の
で
、
生
懸
命
に
勉
強
に
励
む
と
か
運
動
に

集
中
す
る
と
か
の
気
分
的
余
裕
な
ど
、生
ま
れ

る
余
地
は
な
か
っ
た
。
し
か
し
終
戦
か
ら
２
ヶ
月

も
す
る
と
キ
ャ
ッ
チ
ボ
ー
ル
や
三
角
ベ
ー
ス
な
ど

野
球
ら
し
き
も
の
が
、ぼ
ち
ぼ
ち
と
生
徒
の
間
で

行
わ
れ
る
様
に
な
っ
て
き
た
。そ
こ
で
十
月
中
旬
の

あ
る
日
、
朝
礼
で
中
４９
回
の
米
澤
福
徳
氏
ら

野
球
に
関
心
の
あ
る
人
達
が
野
球
班
の
結
成
を

呼
び
か
け
た
。
放
課
後
、北
庭
に
集
ま
っ
た
８０
名

を
超
え
る
生
徒
の
中
か
ら
、上
手
そ
う
な
生
徒

３０
名
程
度
を
選
ん
で
部
員
に
し
た
の
が
、戦
後

の
茨
木
中
野
球
部
復
活
の
プ
ロ
ロ
ー
グ
で
あ
つ
た
。

（戦
争
中
、校
友
会
の
部
は
、報
国
団
の
班
と
呼

ば
れ
る
様
に
な
り
、
野
球
は
敵
性
ス
ポ
ー
ツ
と

し
て
廃
止
さ
れ
て
い
た
が
、
班
と
し
て
復
活
し

昭
和
二
一年
全
九
四
六
年
）
の
５
月
か
ら
１０
月
く

ら
い
の
間
に
、
再
び
部
と
改
称
さ
れ
る
様
に

な
っ
た
）
。

昭
和
二

一年
奮
九
四
七
年
）の
夏
の
大
会
予
選

大
阪
大
会
の
優
勝
戦
を
中
心
に
、
そ
の
前
後
の

茨
木
高
校
野
球
部
の
歴
史
の
一部
と
、大
阪
大
会

に
出
た
創
設
時
の
経
緯
を
書
い
て
き
た
が
、
一〇
〇

年
の
歴
史
を
誇
る
野
球
部
の
中
で
も
、
，この
時

代
が
最
高
に
充
実
し
て
い
た
時
で
は
な
い
か
と

思
う
。
う
の
勝
利
を
得
る
た
め
に
は
、多
く
の
要
素

が
絡
み
あ
っ
て
い
る
が
、特
に
一発
勝
負
の
ト
ー
ナ

メ
ン
ト
を
勝
ち
進
む
た
め
に
は
、
選
手
個
々
の

技
量
、練
習
の
質
と
量
、チ
ー
ム
全
体
の
バ
ラ
ン
ス

な
ど
、チ
ー
ム
と
し
て
の
実
力
が
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
だ
が
、
天
の
時
、

地
の
利
、人
の
和
も
大
き
な
要
素
と
な
る
。
選
手

個
々
の
素
質
は
た
ゆ
ま
ぬ
努
力
と
練
習
に
よ
っ
て

活
か
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
そ
う
し
て
持
て
る
力
を

う
の
こ
と
に
集
中
で
き
る
精
神
力
と
、何
事
に
も

全
力
で
ぶ
つ
か
る
こ
と
が
出
来
る
と
い
つ
自
信

を
持
っ
て
、お
互
い
に
切
磋
琢
磨
し
て
よ
い
結
果

を
得
る
こ
と
が
出
来
る
様
に
精
進
し
て
欲
し
い

と
の
想
い
を
後
輩
に
託
す
と
共
に
、
茨
木
高
校

が
甲
子
園
出
場
を
果
す
で
あ
ろ
う
夢
を
、
，これ

か
ら
も
追
い
続
け
て
い
く
こ
と
に
す
る
。

（註
１
）現
全
国
高
校
野
球
選
手
権
大
会

予
選
大
阪
大
会
で
第
３０
回
か
ら
変
更
さ

れ
た
。

（註
２
）米
澤
福
徳
氏
中
４９
回
卒
業
立
命
館
大
学

に
進
学

野
球
部
に
入
部
さ
れ
た
が
す
ぐ
に

退
部
茨
木
中
高
の
野
球
部
監
督
に
無
給
で

就
任

大
学
卒
業
ま
で
継
続
さ
れ
た
。大
阪

市
役
所
に
就
職

（註
３
二
青
春
万
歳
Ｈ
夏
の
野
球
大
会
準
優
勝
」
の

タ
イ
ト
ル
で
、雑
誌
「天
つ
空
見
よ
Ｌ
九
九
五

年
十
一月
刊
に
記
載
さ
れ
た
も
の
を
引
用

（註
４
）杉
本
伝
先
生
茨
木
中
九
回
卒
近
代
泳
法

の
ク
ロ
ー
ル
等
を
と
り
い
れ
水
泳
茨
木
の

名
を
全
国
に
喧
伝
せ
し
め
た
水
泳
界
の

先
駆
者
。
一九
二
四
年
の
パ
リ
、八
二
年
ア
ム

ス
テ
ル
ダ
ム
、
書
一年
の
ロ
ス
ア
ン
ゼ
ル
ス
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
に
日
本
の
役
員
と
し
て
出
席
さ
れ
て

い
る
。

末来へ葎け!茨高考″郭
今″3ふ 9人饉え玄茨水あ辱ぞ絞硬入者練郡oB会

亜タタ1郡 100周率



幸展〈
〓 令和3年 7月 11日

ご
挨
拶

責
任
教
諭
　
水ヽ
瀬

翔
太

夏
至
の
候
、
Ｏ
Ｂ
会
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し

て
は
益
々
ご
健
勝
の
こ
と
と
お
喜
び
申
し
上
げ

ま
す
。
高
校
６３
回
の
水
瀬
翔
太
と
申
し
ま
す
。

こ
の
度
、
６
年
勤
務
い
た
し
ま
し
た
前
任
校

か
ら
、
母
校
で
あ
る
茨
木
高
校
へ
異
動
と
い
つ

ご
縁
を
い
た
だ
き
ま
し
て
、
４
月
よ
り
部
長
と

し
て
野
球
部
の
活
動
に
携
わ
っ
て
お
り
ま
す
。

伝
統
あ
る
〓
フ
ォ
ー
ム
に
再
び
袖
を
通
す

た
び
に
、
見
慣
れ
た
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
ノ
ッ
ク
を
打

つ
た
び
に
、懐
か
し
さ
、
嬉
し
さ
が
こ
み
上
げ
て

き
ま
す
。
か
つ
て
の
私
は
、
高
校
野
球
を
通
し
て

本
当
に
贅
沢
な
時
間
を
過
ご
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
何
気
な
く
入
部
し
た
野
球
部
で

の
、
先
輩
方
が
着
実
に
積
み
上
げ
勝
ち
上
が
っ

て
い
く
姿
を
見
た
時
の
憧
れ
、
自
分
た
ち
が
そ

う
あ
り
た
い
と
思
っ
て
も
う
ま
く
い
か
な
か
っ
た

日
々
の
も
ど
か
し
さ
、
限
ら
れ
た
時
間
で
差
を

埋
め
よ
う
と
す
る
試
行
錯
誤
の
繰
り
返
し
、
そ

の
過
程
で
得
ら
れ
た
友
人
た
ち
と
の
今
な
お

続
く
繋
が
り
、素
晴
ら
し
い
恩
師
と
の
出
会
い
、

こ
れ
ら
は
高
校
野
球
な
し
で
は
得
ら
れ
て
い
な

か
っ
た
で
あ
ろ
う
、私
の
貴
重
な
財
産
で
す
。
決

し
て
技
術
的
に
優
れ
た
選
手
で
は
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
し
、
日
立
っ
た
成
績
を
挙
げ
ら
れ
た
わ

け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
れ
で
も
、
フ」う

し
て
高
校
野
球
に
魅
せ
ら
れ
、
そ
の
経
験
が
今

の
私
を
形
作
っ
て
い
ま
す
。
こ
う
し
て
縁
あ
っ
て

母
校
の
野
球
部
に
関
わ
る
機
会
を
頂
い
た
か

ら
に
は
、
次
の
世
代
の
部
員
た
ち
１
人
１
人
が

他
で
は
得
難
い
経
験
を
し
て
、
次
の
舞
台
に
進

ん
で
い
っ
て
く
れ
る
、そ
ん
な
野
球
部
で
あ
れ
る

よ
う
に
努
力
し
て
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

な
に
ぶ
ん
、力
不
足
な
面
も
多
分
に
あ
る
か
と

は
存
じ
ま
す
が
、
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

回古 吹樹

日
頃
か
ら
茨
高
野
球
部
を
応
援
し
て

く
だ
さ
り
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

茨
高
野
球
部
は
今
年
で
百
周
年
を
迎
え
、

記
念
す
べ
き
節
目
の
年
に
立
ち
会
う
こ
と

が
で
き
て
、
歴
史
の
重
み
を
感
じ
る
と

と
も
に
、
う
れ
し
く
思
い
ま
す
。
皆
様
の

支
援
の
お
か
げ
で
設
備
や
道
具
に
困
る

こ
と
な
く
、野
球
に
打
ち
込
め
て
い
ま
す
．

改
め
て
感
謝
申
し
た
げ
ま
す
。

僕
達
の
代
は
秋
の
大
会
で
私
立
を

倒
し
、
勝
ち
上
が
る
た
め
に
、早
い
段
階

か
ら
実
戦
的
な
練
習
を
重
ね
、
で
き
る

限
り
の
準
備
を
し
ま
し
た
。
公
立
校
相

手
に
は
勝
利
を
重
ね
、自
信
も
あ
り
ま
し

た
が
、秋
の
大
会
で
は
私
立
相
手
に
惨
敗

し
、
悔
し
い
思
い
を
し
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
の

影
響
に
よ
り
満
足
に
練
習
が
で
き
な
い

期
間
も
あ
り
ま
し
た
が
、
最
後
の
夏
の

大
会
で
は
結
果
を
残
せ
る
よ
う
に
、残
り

少
な
い
時
間
を
大
切
に
し
て
練
習
に
励
ん

で
い
き
ま
す
。

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
こ
れ
ま
で
茨

一局
野
球
部
を
支
え
て
く
だ
さ
っ
て
い
る

Ｏ
Ｂ
・Ｏ
Ｇ
の
皆
様
に
改
め
て
感
謝
い
た

し
ま
す
。
今
後
と
も
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
。

糸モlll陸斗

森
閣
躍
じ
）
大
阪
市
立
東
淀
中
学

命
盟
盟
口
）
投
手

右
投

右
打

自
分
に
と
っ
て
不
利
な
状
況
を
言
い

訳
に
せ
ず
、人
７
ま
で
磨
い
て
き
た
自
分
の

逆
境
を
は
ね
返
す
と
い
つ
強
み
を
持
っ

て
挑
む
。一

　

中

一哺
潤
…外騨
純
４
…
‥

一　
　
出
塁
し
た
リ
チ
ャ
ン
ス
メ
イ
ク
す
る
の

が
自
分
の
役
割
な
の
で
そ
れ
を
呆
た
し

吹
田
市
立
千
里
丘
中
学

二
塁
手

右
投

左
打

積
極
性
の
あ
る
守
備
で
チ
ー
ム
を

盛
り
上
げ
、
流
れ
を
持
っ
て
こ
ら
れ
る

よ
う
に
、
球
一球
全
力
で
プ
レ
ー
を
し

ま
す
。

同

辱

重

百
椰

―

∃

一田
暉「剌儡
」

川名 翔太

打
席
で
は
粘
り
強
く
確
実
な
バ
ッ

テ
ィ
ン
グ
を
す
る
だ
け
で
な
く
、出
塁
率

の
面
で
も
貢
献
で
き
る
よ
う
に
頑
張
り

ま
す

贔
盟
願
じ
）
箕
面
市
立
第
四
中
学

マ
ヽヽ
二
一ケ
ー
ン
ョ
ン
を
大
切
に
し
て
、

限
ら
れ
た
時
間
を
最
大
限
に
有
効
活
用

で
き
る
よ
う
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。

五十嵐 詩雲

（
山
閉
□
）

高
槻
市
立
柳
川
中
学

盆
腑
囲
Ｖ

投
・内
野
手

右
投

右
打

一年
の
五
十
嵐
詩
雲
で
す
。
チ
ー
ム
を

引
っ
張
っ
て
い
け
る
選
手
に
な
れ
る
よ
う

精
一杯
頑
張
り
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
。

吹
田
市
立
南
千
里
中
学

投
手

左
投

左
打

チ
ー
ム
の
目
標
で
あ
る
応
援
さ
れ
る

チ
ー
ム
を
目
指
し
つ
つ
、
エ
ー
ス
を
目
指

し
て
毎
日
努
力
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

目日

大北 真優

茨
木
高
校
の
野
球
部
は
歴
史
の
あ
る

野
球
部
な
の
で
、
歴
史
を
感
じ
つ
つ

応
援
さ
れ
る
チ
ー
ム
ロ
指
し
て
頑
張
り

ま
す
。

ぬ
斑
闊
Ｗ
）
箕
面
市
立
第
一中
学

盆
躙
囲
Ｕ

内
野
手

右
投

右
打

一年
の
渡
田
慎
一朗
で
す
。
レ
ベ
ル
の

高
い
大
阪
府
の
中
で
も
、
上
位
に
食
い

込
ん
で
い
け
る
よ
う
に
努
力
し
た
い
と

思
い
ま
す
。

宮本 優太郎

Ａ
Ш
И
田
）

豊
中
市
立
第
二
中
学

金
爾
凹
Ｕ

内
野
手

右
投

右
打

こ
の
歴
史
あ
る
野
球
部
で
こ
れ
か
ら

プ
レ
ー
す
る
こ
と
が
楽
し
み
で
す
。
毎
日

全
力
で
野
球
に
取
り
組
み
た
い
と
思
い

ま
す
。

(1)第 34 号

三

年目日

前田 柊人

二

年

一
年

Ａ
出
閉
胴
）

豊
中
市
立
第
十
七
中
学

命
躍
囲
Ｕ

一塁
手

右
投

右
打

一
年

漬田 慎一朗



(1)第 34 号 〈
〓 報

令和3年 7月 11日

ご
挨
拶

監
督
　
石
丸
寛
明

盛
夏
の
候
、Ｏ
Ｂ
会
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て

は
益
々
ご
健
勝
の
こ
と
と
お
慶
び
中
し
上
げ

ま
す
。
平
素
よ
り
本
校
野
球
部
の
活
動
に
格
別

の
ご
一局
配
を
賜
り
、厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

ま
た
、
こ
の
度
は
創
部
１
０
０
周
年
に
際
し
、

様
々
な
形
で
Ｏ
Ｂ
会
の
皆
様
に
ご
支
援
い
た
だ

き
ま
し
た
。
重
ね
て
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、創
部
１
０
０
周
年
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、

改
め
て
そ
の
歴
史
の
長
さ
、重
み
と
い
つ
も
の
を

感
じ
て
お
り
ま
す
。
１
０
０
年
の
歴
史
の
中
で
、

多
く
の
野
球
好
き
の
若
者
た
ち
が
パ
イ
マ
ー
ク
の

〓
ラ
ォ
ー
ム
に
袖
を
通
し
て
汗
を
流
し
、多
く
の

指
導
者
た
ち
が
そ
れ
を
見
守
っ
て
き
た
こ
と
と

思
い
ま
す
。
そ
こ
に
は
数
多
く
の
ド
ラ
マ
が
あ
り
、

そ
れ
ら
の
営
み
が
紡
が
れ
て
茨
高
野
球
部
を

形
作
り
、
現
在
ま
で
そ
の
精
神
を
脈
々
と
受
け

継
い
で
い
る
の
だ
と
思
い
ま
す
。
，この
歴
史
あ
る

チ
ー
ム
の
節
目
の
年
に
、監
督
と
し
て
携
わ
れ
る

こ
と
を
嬉
し
く
思
う
と
と
も
に
、
身
が
引
き

締
ま
る
思
い
で
す
。
，これ
か
ら
の
歴
史
に
新
た
な

１
ペ
ー
ジ
ロ
を
刻
む
世
代
と
し
て
、
Ｏ
Ｂ
会
の

皆
様
の
思
い
も
胸
に
、
野
球
を
楽
し
み
、野
球
を

通
し
て
成
長
し
て
い
け
る
よ
う
な
チ
ー
ム
を
目
指

し
て
参
り
ま
す
。

こ
の
春
か
ら
異
動
に
伴
い
本
校
野
球
部
Ｏ
Ｂ

の
永
瀬
先
生
が
着
任
さ
れ
、責
任
教
諭
を
務
め

て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
同
年
代
の
大
変
心
強

い
存
在
に
日
々
助
け
ら
れ
て
お
り
ま
す
。
コ
ロ
ナ

禍
で
思
う
よ
う
に
練
習
で
き
な
い
日
々
が
続
き

ま
し
た
が
、
部
員
た
ち
は
腐
ら
ず
前
だ
け
を
見

て
い
ま
す
。
彼
ら
に
と
っ
て
忘
れ
ら
れ
な
い
夏
と

な
る
よ
う
、指
導
者
で
あ
る
我
々
も
尽
力
し
て

参
り
ま
す
。

末
筆
な
が
ら
、
本
７
後
と
も
本
校
野
球
部
を

ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
情
勢
が

落
ち
着
き
ま
し
た
ら
、ま
た
グ
ラ
ウ
ン
ド
や
球
場
へ

と
足
を
お
運
び
く
だ
さ
い
。

鵜飼 真佑

贔
闘
一
Ｗ
）
茨
木
市
立
南
中
学

贔
蘭
凹
田
）
内
野
手

右
投

右
打

チ
ー
ム
を
勢
い
つ
け
る
積
極
的
な

走
塁
と
、
し
ぶ
と
く
次
の
打
者
に
繋
ぐ

打
撃
で
チ
ー
ム
に
貢
献
し
、
悔
い
の
な
い

夏
に
し
ま
す
。

」

（
Ш
現
亜
）

豊
中
市
立
第
十
一中
学

（
Ш
盟
霊
）

三
塁
手

右
投

左
打

自
分
の
強
み
で
あ
る
打
撃
を
中
心
に

チ
ー
ム
の
勝
利
に
大
き
く
貢
献
し
、先
輩

方
の
思
い
を
胸
に
、
私
立
の
壁
を
突
き

破
り
ま
す
。

小野沢 塁

一
日

彎

―

∃

Ａ翁
勒
嚇

Ａ
Ш
閉
圏
）

豊
中
市
立
第
二
中
学

〔
盟
開
一
）
中
堅
手

右
投

右
打

自

分
ら
し
く
思
い
切
っ
た
プ
レ
ー
で

チ
ー
ム
を
盛
り
上
げ
ま
す
。
良
い
プ
レ
ー

良
い
バ
ッ
テ
ィ
ン
グ
を
た
く
さ
ん
し
ま
す
。

野
手
時
は
常
に
前
を
向
い
て
楽
し
く

プ
レ
ー
し
て
、
投
手
で
は
不
気
味
な
球

を
投
げ
て
相
手
に
困
惑
を
与
え
た
い
と

思
い
ま
す
。

十
人
日
の
プ
レ
ー
ヤ
ー
と
し
て
の
意

識
で
、
チ
ー
ム
が
万
全
の
状
態
で
夏
を

迎
え
ら
れ
る
よ
う
に
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。

百
■
訃
―
―
∃安川 倉J

（
Ш
翻
酬
）

高
槻
市
立
芝
谷
中
学

命
Ⅲ
囲
Ｕ

内
野
・投
手

右
投

左
打

Ａ
Ш
開
胴
）

高
槻
市
立
第
八
中
学

Ｆ
Ｉ

ヒ

■
□
隕
「
―
‐
―
劃

Ａ
盟
願
疇
）
茨
本
市
立
西
陵
中
学

（
薗
圏
一
）
遊
撃
手

右
投

右
打

黒木 惟之介

自
分
の
調
子
が
悪
く
て
も
ド
を
向
く

こ
と
な
く
前
向
き
な
プ
レ
ー
を
心
掛
け
、

精

杯
試
合
を
楽
し
み
た
い
で
す

自
分
の
最
大
の
武
器
で
あ
る
「足
」
を

生
か
し
た
打
撃
、守
備
、走
塁
を
で
き
る

一　彙わ「張りますので応援お願いし

一年
生
の
時
と
比
べ
て
成
長
し
た
体
と

技
術
を
使
っ
て
試
合
に
出
た
時
は
二
年

生
よ
り
も
暴
れ
て
い
き
た
い
で
す
。

Ｆ

Ｉ

Ｉ

‐

‐

‐

‐

‐

‐

Ｌ 冨田 健太朗

一
日
田
炒
厠
―
‐
‐
‐
‐
―
‐

一

一
　

颯一

鳥
盟
ｍ
Ｗ
）
吹
田
市
立
古
江
台
中
学

〔
盟
菌
□
）
内
野
手

右
投

右
打

茨
木
市
立
三
島
中
学

二
塁
手

右
投

左
打

|.| ―

13量 』す
i][:

[:;
し 質 |

て の を

目目
命
凹
闊
Ｗ
）
高
槻
市
立
芝
谷
中
学

金
踊
Ш
Ｕ

内
野
手

右
投

右
打

88
1鳥豊:[

り の 全

高
槻
市
立
芝
谷
中
学

投
手

右
投

右
打

歴
史
あ
る
茨
木
高
校
野
球
部
に
入
部

で
き
嬉
し
く
思
い
ま
す
。
そ
の
名
に
恥

じ
な
い
よ
う
な
プ
レ
ー
、行
動
を
心
が
け

ま
す
。

神能 大夢

（
凹
晩
歴
）

高
槻
市
立
芝
谷
中
学

命
圏
闘
田
）
中
堅
手

右
投

右
打

私
の
一年
間
の
目
標
は
、勿
論
チ
ー
ム

貢
献
も
そ
う
で
す
が
、
ま
ず
は
体
重
を

減
ら
さ
な
い
こ
と
と
、
ケ
ガ
を
し
な
い
こ

と
で
す
。目囲

「

「

神田 悠輔

吹
田
市
立
南
千
里
中
学

右
投

右
打

マ
不
―
ジ
ャ
ー
と
し
て
チ
ー
ム
を
全
力

で
支
え
、
チ
ー
ム
Ｌ
貝
献
し
、
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硬式野球部卒業生進学状況

京都 1 1 1 1 4

大阪 4 1 4 2 1 1 1 4

神戸 1 1 2 3 4 1 1 1

大阪府立 1 1 2

大阪市立 1 1 1 1 1 5

大阪教育 1 1

奈良女 1 1

北海道 2 2

東北 1 1 2

千葉 1 1

埼玉 1 1

金 沢 1 1 2

京都工繊 1 1

兵庫県立 1 1

広島 1 1 2

九州 1 1

同志社 3 3

立命館 1 2 1

京都産業 1

関西学院 1

早稲田 1

大阪医科 看護 1

合 計
8 9 10 1 3 7 3 3 ６９

＼
＼
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100周年記念サイト是非ともご覧ください。

記念画像や企画など掲載されています。

47回松枝洋さんが製作に

奮闘頂いています。

100周年事業への

寄付金お待ちしております。

茨木高校硬式野球部

茨高野球部WEBサイト(ibakO― bc net)

100周 年事業実行委員長 :関野 武良

2020年度 OB会会計報告
茨木高校野球部OB会

2020年 1月 1日～12月 31日

2021年度 OB会予算

会費の納入について
(1)年 額
(2)振 込先

2021年 1月 1日～12月 31日

長

計

ム
バ
〈
´

泉 勇策
寺井 香代

社会人 3.∞ 0円   学生  l lXXl円
(イ )郵便振替口座 lX 960 0 101468
茨木高校野球部OB会

(口 )三菱UFJ銀行 歌島橋支店
普通預金口座 3.762.188

茨木高校野球部OB会  会長 泉 勇策次年度繰越858334円の他に、OB会 名簿積立1501Xlll円 修繕積立金600 111Xl円を繰り越しています。

監査の結果、正確であり、上記の通り相違ないことを.trめ ます。

2021年 1月 15日 茨木高校野球部OB会 会計監査 赤井 浩輔

収
人
の
部

前年度繰越 719,507 719,507 0

会費 450,000 30000

寄IJ金及び利 U 399,101 50,899

修繕積立用寄付金 100,000 100000 0

1,719,507 1698.608 -20,899

支
出
の
部

現役運動用具補助 450,000 443.800 6,200

OB会報印刷代 140,000 104、940 35,060

通信費 110,000 106444 3,556

現役大会前激励会費 0 30,000

雑費(久敬会館使用料他 ) 20,000 14910

OB会名簿積立 50,000

OB会名簿 0 0 0

新OB会員入会式費用 15,000 0 15,000

マシーン修繕費 100,000 0 100,000

修繕積立金 100,000

OB合宿参加補助 0

予備費 20,000 30,000 _10,000

●l 1,075,000 840,274 234,726

次年度繰越 -213,827

収
人
の
部

前年度繰越 719,507

会費 480,000 480,000

寄付金および利息 399,101

修繕積立用寄付金 100,000

言| ,698,608 1,888,334

支
出
の
部

現役運動用具補助 443,800

OB会報 F口昴lfヽ 104,940 140,000

通信費 106,444 110,000

現役大会前激励会費 30,000

雑費 5.090 20000
OB会名簿積立 50,000

OB会名簿 0

新OB会員人会式費用 5000
マシーン修繕費

修繕積立金 100,000 100,000

OB合宿参加補助 40000
予備費 30,000 20,000

繰越 858,334 813,334

1,698,608 1888334

OB会事務局からのお知らせ大学  畷響°7年3課 畷留01年3歓 磯響0?年3醗 72期 (20年3月卒)
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